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世界初の技術で次亜塩素酸水溶液の超微粒子を生成
必要なのは「食塩」と「水」と「電気」だけ

モントロワ®除菌消臭器「ジアフリー」
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　東京・三鷹に本社工場を構える金属機械加工の老舗メーカー
である株式会社三山精工。昭和42年12月法人設立、加工から組立・
調整まで一貫した生産体制を持ち、優れた製品を提供することで
お客様との信頼を長年築いてきた。
　平成25年に社長が先代から交代。設立50周年に向けて新しい
チャレンジをしたい、大手企業の影響を受けずに自力で製造・
販売ができる製品が欲しい、と思っていたところ、公社から誘いを
受けて「事業化チャレンジ道場」に参加。社内プロジェクトチームを
立ち上げ、設立50周年の節目である平成28年に製品化までたど
りついた。道場では、製品開発を一から学び、試作品製作、公社の
助成金活用、展示会出展等さまざまな支援を受けた。
　「ジアフリー」は、世界初の新技術（特許出願中）である、次亜
塩素酸ガスの生成メカニズムを利用した除菌消臭器。必要なの
は「食塩」と「水」と「乾電池」だけ。手間も維持費もかけずに、次亜
塩素酸の超微粒子を大気に放出することで長期間の優れた除菌・
消臭効果を発揮する（検査機関実証済み）。軽量でコンパクト、
さらに静かに作動するため、家庭や公共施設など様々なシーンで
利用することができる、他にはない画期的な商品である。
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株式会社三山精工
代表／深沢　洋史
資本金／1,000万円
従業員数／69名
主力事業／金属切削加工事業、ビク型打抜加工事業、

機器組立・調整事業
所在地／ 〒181-0014　三鷹市野崎1-18-1
ＴＥＬ／0422-70-4122
企業URL　http://www.miyama-seiko.co.jp/index.html
商品URL　http://www.miyama-ttc.co.jp/index.html
公社利用事業／事業化チャレンジ道場（多摩支社）

　　　　　　　 　　　　　  除菌消臭器ジアフリー
　　　　　　　　　価格29,800円（税別）
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手厚い支援を受けられたのは、情報の徹底開示によって
信頼を取り戻したことが大きく影響していた。

「アナログなつながり」を大切にする
常にオープン・誠実であるという基本方針は、顧客に

対しても貫かれている。その代表的なものが、これまで
取引のあった企業などに向け、月1回のペースで発行し
ている『かわら版「蒲田交信局」と「個人通信」』だ。
「A4・1ページのパンフレットを、ご縁のあった方々に
送付。社員が短い文章を掲載するほか、私を含めた営業
担当が個人通信を書いています。社員の文章は基本的に
手書きで、仕事以外について書くのが決まりです」（青沼氏）
青沼氏は、ITや最新設備の導入に積極的だ。デジタル

化・機械化によって業務効率を高めることが、会社の成長
に直結すると考えているからである。一方で、人間関係に
ついては、徹底してアナログな手法にこだわる。
「仕事の基本は、人と人とのつながり。デジタルなやり方
では、お客さまの信頼を得ることはできません。『かわら版
「蒲田交信局」と「個人通信」』を発行しているのは、我々の人
となりを分かっていただくためですし、部下にはメールでは
なく、できるだけお客さまの元に足を運んで商談するように
勧めています。デジタルとアナログの両輪がそろうことで

はじめて企業は成長できると、私は考えています」（青沼氏）

既存事業にとらわれず変化し続ける
青沼氏は各年度の初めに、金融機関に対して3年後ま
での経営計画を提出している。これは金融機関の信頼を
得ると同時に、経営者としての思考を整理し、今後の基本
方針を自ら確認するためでもあるという。
一方、10年後の城南村田については、あえて考えない
ことにしていると青沼氏。
「十数年前に金型メーカーの株式を買い取っていなけれ
ば、当社はつぶれていたかもしれません。『当社は○○屋
だ』とこだわりすぎると、ニーズがなくなったとき、倒産の
危機にさらされます。それより、社会からの要望を鑑みな
がら、その時代に応じて変化し続ける方がいいと、私は思
うのです。ただし、業種を変えるのは簡単ではありません。
今いる従業員の能力を最大限生かしながら、少しずつ、新
たな分野にチャレンジしなければならないのです。
企業にはそれぞれ、社会の一員としての役割があります。
それを果たすには、とにかく会社を存続させなければダメ。
お客さまに対して誠実に接し、同時に、求められることに
応じて少しずつ変化し続ける。それを続けていくことが、
私の使命だと考えています」（青沼氏）

徹底した情報開示で信頼を獲得
城南村田は、贈答用菓子のパッケージなどに使われる

「詰め合わせ用トレイ」、電機部品などを収納する「工業
用トレイ」などを企画・設計し、金型・トレイを製造する
メーカーだ。「木型師」など優秀な職人が在籍し、高品質
な製品を求める顧客からの評価は高い。また、人気絵本
シリーズ『こびとづかん』のソフトビニール人形を手がけ
ていることでも広く知られている。
同社の創業は1949年。2005年頃までは紙問屋専業

であった。現在の業態に転換した頃は危機的な状況だっ
たと、代表取締役の青沼隆宏氏は振り返る。
「祖父は、和紙で有名な山梨県市川大門町の出身。地元
での経験を生かし、上京して紙問屋を始めたのが当社の
原点でした。日本経済が成長するに連れて印刷業のニー
ズも高まり、会社は順調に成長していったのです。ところ
が、2000年頃にインターネットの普及が加速し、紙の売
れ行きは徐々に低下。さらに、計画性を欠いた経営や金融

機関との意思疎通が不十分だったことが重なり、経営は
苦しくなっていました。そして2002年、大口の得意先が倒
産。当社も、連鎖倒産の危機に直面したのです」（青沼氏）
アメリカの会計事務所で働いていた青沼氏は帰国し、

父に代わって代表取締役に就任。社長としての初仕事
は、金融機関に返済繰り延べを依頼することだった。
「その頃の当社は、金融機関への情報開示を怠ってい
ました。そこで、現状を包み隠さず報告書にまとめ、金融
機関に提出して信頼を取り戻すことから始めたのです。
同時に、社内の業務効率化を図って利益率アップを実現
し、約2年で経営再建にこぎ着けました。そのとき金融機
関の方から、『青沼さんは毎月、月次決算をしっかり報告
してくれました。ここまで誠実な会社は、他になかなかな
いですよ』と言われたのをよく覚えています」（青沼氏）
経営危機は脱したが、紙市場の縮小は明らかだった。

そこで2005年、城南村田は金型メーカーのトーマックの
株式を買い取り事業分野を拡大。その際、金融機関から

（会社概要）
代表者：代表取締役　青沼隆宏
資本金：4000万円　
従業員：24名（2017年5月現在）
所在地：大田区蒲田本町1-9-7
T E L：03-5744-3555　FAX：03-5744-3557
URL：http://www.jonan-murata.jp/
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洋紙・板紙販売に加え、真空成形金型の製作を主力事業とする当社は、
「大田の工匠　Next Generation」にも選ばれた木型職人が在籍するな
ど高い技術力を保有。お菓子のトレーやフィギュアの原型製作などを通じ
て当社の製品が多くの人の手に触れられています。また、子供向けに様々
なワークショップを行うなど、地元とのつながりを大切にした活動にも力
を入れています。  　　　　　　　        　  （創業支援課　盛澤陽一郎）

①各分野のスペシャリストが、質の高い製品を製造
②同社が製造しているレンズ用トレイ
③金融機関に提出している資料。徹底した情報開示が信頼の源だ
（2ページの写真）高度な技術を持つ職人たちの力を最大限に引き出す

のが、経営者である青沼氏の役割だ
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1 そもそもIoTとは何か
IoTはInternet of Thingsの略語。
直訳すると「モノのインターネット」です。
この「モノのインターネット」は大きく次の3要素で構成されています。

　モノのデータ化は、M2Mやテレメタリングといった技術として以前から広く社会で活用されています。自動販
売機や証明写真機のつり銭管理、遠隔地の機械の状態監視など例を挙げるときりがありません。
　今、起きていることはその“レベルアップ”。既存の技術がより高度に、安価に、格段に使いやすくなっていま
す。手が届く価格・性能の道具を使って、モノや仕事の可視化・定量化にチャレンジできる。これこそが、現在進行
形のIoTなのです。

2 IoTはツールでしかない
　ここで、一つ考えるべきことがあります。可視化・定量化の先にあるもの、についてです。安くなったセンサーを
使って、機械の稼働状況や部材の在庫、スタッフの動きが見える化できるとして、それでどうするか。
　見える化はあくまでも手段であって目的ではありません。到達すべき目的はその先にある。目的に照らして手
段を考えなければ、必要かどうか、適切かどうかもわかりません。

3 IoTを経営にどうつなげるか

　見積り業務は、業績に直結する非常に重要
な仕事です。それにも関わらず明確な計算ロ
ジックをもたない企業は多いです。月井精密
株式会社の名取社長は先代からの事業承継
時、見積りについては暗黙知での継承が困難
で、値ごろ感がわからずどんぶり勘定になりが
ちでした。また、紙で管理していたため、探す
手間や管理が大変でもありました。
　そこで「見積りのノウハウ」を見える化し、誰
もが短時間で精度の高い見積書を作成できる
ことを目的に、社内システム「Terminal Q
（ターミナルQ）」を開発しました。
　さらには新会社株式会社NVTを設立、同様
の課題を有する他企業向けに、本システムを
Webクラウド版見積ネットワークサービスとし
て提供を開始しました。もともと「Terminal Q」
は、Facebookをイメージした画面構成となっ
ており、さながら「見積りSNS」として中小企業
間での見積金額のやり取りをスムーズにする
ツールとなっています。
　「Terminal Q」から広がるネットワークは
月井精密自身の改善にとどまらず、多くの企業
がつながるプラットフォームとしての役割を担
っていくことでしょう。

受付時間（木曜を除く）
午前：9：00～11：30
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　東京都の産業において、サービス産業の事業所数、従業員数はともに産業全体の8割以上を占め、重要な位置づけとなっています。
　このような環境変化を背景に、公社では昨年９月、サービス分野の第一線で活躍できる人材を育成するため、「東京都新サービス
創出スクール」（以下スクール）を開講しました。
　スクールを卒業し、新しいサービスの事業化にむけて活動されている企業の声をご紹介いたします。

　有限会社ヴァニラスタジオは、スマートフォンやタブレット向けの手書き文字認識ソフトや文化財の高解像度画像を表示
するシステムを開発するＩＴ企業です。同社は大手システム会社から独立した奥山社長が設立しました。以来顧客との信
頼関係を構築し、期待以上の提案をすることで業績を伸ばしてきました。
　しかし社長には顧客にシステムを納品した後、自分達の手元を離れてしまうことによる“寂しさ”、自社製品を持てない
ことの“もどかしさ”が常にありました。そこで今回念願の自社製品を作りたいと熱い思いを持って、スクールを受講しました。
　社長は「スクールを通じてサービスの視点を取り入れることの意義
やＳＷＯＴ分析を利用した自社の分析方法などを学んだ。今までカン
や経験をもとに判断していたことが一つずつ整理され、新しいサービス
モデルのたたき台ができた。」とスクールに参加した手応えを感じていま
す。講座終了後、より一層新しいサービスに磨きをかけるため、社内にＳ
ＷＯＴ分析の表を壁に貼り出した所、社員が少しずつ付箋を貼るように
なったとのことです。
　「全社員がどのように会社を変えていきたいか考えるようになった。思
い付きの新サービスは甘々で全然ビジネスになりえない。事業化への道
はまだまだだが、折れない心を持って着実に成果を出していきたい。」と
社長は話します。新サービスの事業化が楽しみです。

東京都新サービス創出スクールについて

有限会社ヴァニラスタジオ 所在地：新宿区新宿 5-6-1 新宿やわらぎビル6階　資本金：３００万円　従業員数：１２人

中小企業新サービス創出
事業のご案内

既存事業に“サービス”の
視点を取り入れてみませんか。

ＳＷＯＴ分析表の前で
第１期卒業生の奥山純一郎社長（右）と
黄　聖弼（ファン　ソンピル）さん
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ど
う
い
う
利
益
を
稼
ぐ
の
か

　
飛
行
機
を
空
席
で
飛
ば
す
。ホ
テ
ル
の

空
室
を
埋
め
る
努
力
を
し
な
い
。こ
れ
と

同
じ
よ
う
に
、社
内
原
価
に
合
わ
な
い
た

め
に
、工
程
に
余
裕
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、受
け
た
仕
事
を
外
注
先
に
加
工
依

頼
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。

こ
の
理
屈
を
加
工
の
仕
事
を
受
注
す
る

場
合
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
間
当
た
り
の
人
件
費
、減
価
償
却
費

や
間
接
経
費
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
、1

時

間
当
た
り3

,5
0
0

円
掛
か
る
と
算
出
さ

れ
る
と
し
て
、こ
れ
を2

,5
0
0

円
で
受

け
て
く
れ
る
外
注
先
が
あ
る
。社
内
で
加

工
す
れ
ば3

,5
0
0

円
も
か
か
る
の
で
あ

れ
ば
、他
社
に
発
注
し
た
方
が1

,0
0
0

円
利
益
が
大
き
く
な
る
と
考
え
て
も
、お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
話
が
お
か
し
い
の
は
社

外
で
加
工
す
れ
ば
外
注
先
の
減
価
償
却

費
、人
件
費
、リ
ー
ス
料
、一
般
管
理
費
及

び
そ
の
外
注
先
の
利
益
で
す
ら
、発
注
会

社
が
負
担
す
る
と
い
う
点
で
す
。

自
社
で
加
工
す
れ
ば
、多
少
の
電
気
代
の

ア
ッ
プ
は
生
じ
ま
す
が
、減
価
償
却
費
、

人
件
費
な
ど
の
固
定
費
は
増
加
す
る
訳

で
は
な
く
、仕
事
を
受
け
る
受
け
な
い
の

判
断
で
固
定
費
を
考
慮
す
る
必
要
は
な

い
の
で
す
。

む
し
ろ
、材
料
費
の
よ
う
な
変
動
費
を
差

し
引
い
た
利
益（
限
界
利
益
と
呼
び
ま

す
）が
プ
ラ
ス
で
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
、

丸
儲
け
と
ま
で
は
言
わ
な
く
と
も
、自
社

で
で
き
る
も
の
を
外
注
先
に
出
す
こ
と

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。

飛
行
機
の
場
合
も
、ホ
テ
ル
の
場
合
で

も
、空
席
や
空
室
が
あ
る
な
ら
、1

円
で

も
限
界
利
益
が
出
せ
る
な
ら
、仕
事
を
受

け
る
べ
き
な
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、そ
の
限
界
利
益
が
、固
定
費

を
た
と
え1

円
で
あ
っ
て
も
回
収
し
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。

作
れ
ば
作
る
ほ
ど

利
益
が
生
ま
れ
る
？

　1

個1
,0
0
0

円
で
販
売
す
る
製
品

を
、1,0

0
0

個
作
る
の
に
製
造
ラ
イ
ン

の
減
価
償
却
費
な
ど
の
固
定
費
が

2
0
0
,0
0
0

円
、つ
ま
り
製
品
一
個
当
た

り2
0
0

円
掛
か
る
と
計
算
さ
れ
た
場
合

を
考
え
て
み
ま
す
。

　
生
産
余
力
が
あ
り
、
今
な
ら

1
0
,0
0
0

個
で
も
作
れ
る
る
の
な
ら
、

そ
の
製
造
ラ
イ
ン
で
製
品1

0
,0
0
0

個

を
作
る
場
合
で
も
、
固
定
費
は

2
0
0
,0
0
0

円
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、製
品1

個
当
た
り
の
固
定

費
負
担
は1

0
0
0

個
の
場
合
に
比
べ1

0

分
の1

、つ
ま
り2

0

円
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、完
成
し
た
製
品1

0
,0
0
0

個
の
中
か
ら
、1,0

0
0

個
を
販
売
す
る

と
、一
個
当
た
り
の
固
定
費
の
負
担
額
の

差1
8
0

円
が
利
益
と
な
り
ま
す
。つ
ま

り
、固
定
費
の
発
生
が
一
定
な
ら
、作
れ
ば

作
る
ほ
ど
製
品
一
個
当
た
り
の
原
価
は
下

が
り
、売
れ
ば
売
る
ほ
ど
大
き
な
利
益
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
話
の
ど
こ
か
変
な
と
こ

ろ
は
、残
り9

,0
0
0

個
が
売
れ
残
っ
た

ら
、材
料
な
ど
の
変
動
コ
ス
ト
も
全
て
回

収
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
な

い
点
で
す
。

　
減
価
償
却
費
や
人
件
費
と
い
う
固
定

費
を
、原
価
に
算
入
す
る
こ
と
は
、必
ず

し
も
正
し
い
利
益
の
計
算
の
仕
方
で
は

な
い
の
で
す
。
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当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、商
い
を

す
る
に
は
、売
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
食
品
、車
、建
物
、専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、誰
で
も
知
っ
て
い
て
、ど
こ
で

も
手
に
入
る
、誰
か
ら
で
も
買
え
る
よ

う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、人
が
作
っ
た
も

の
を
仕
入
れ
て
売
る
、ま
た
、人
が
作
っ

た
も
の
を
真
似
て
作
れ
ば
足
り
る
わ

け
で
す
。

　
つ
ま
り
、商
い
は
、人
が
欲
す
る（
ま

た
は
欲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
）も
の
を

提
供
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。そ
う
い
う

意
味
で
は
、誰
で
も
商
売
を
始
め
る
こ

と
は
可
能
な
は
ず
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、戦
後
の
よ
う
に
何

も
な
い
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る

今
の
時
代
に
、あ
り
ふ
れ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
売
ろ
う
と
思
っ
て
も
、そ

こ
に
は
熾
烈
な
競
争
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、そ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の

中
に
あ
っ
て
も
、多
く
の
中
小
企
業
が
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
つ
つ
、長
き
に
わ
た
り
お
客
様

か
ら
評
価
を
失
わ
な
い
で
い
る
の
も
事

実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
創
業
し
よ
う
と
す
る
、あ

る
い
は
事
業
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ

る
方
は
、む
し
ろ
、現
在
活
躍
し
て
い

る
中
小
企
業
が
生
き
長
ら
え
て
い
る

理
由
を
知
る
こ
と
で
打
開
策
が
見
え

て
き
ま
す
。

■
自
分
の
役
目
は
何
な
の
か

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
目
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。モ
ノ
作
り
が
好
き
な
人
、

接
客
が
好
き
な
人
。一
つ
の
こ
と
を
研
究

し
続
け
る
の
が
好
き
な
人
。

　
こ
れ
か
ら
創
業
す
る
、今
の
事
業
を
維

持
発
展
さ
せ
た
い
。そ
う
考
え
る
な
ら

ば
、自
分
の
役
目
を
も
う一度
評
価
し
て
み

る
べ
き
で
す
。

　
大
企
業
に
勤
め
て
い
る
の
な
ら
、時
間

内
で
仕
事
を
こ
な
せ
ば
足
り
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
中
小
企
業
を
経
営
す
る
の
な

ら
、お
客
様
に
何
を
届
け
る
の
が
自
分
た

ち
の
役
目
で
あ
る
の
か
確
信
を
も
っ
て
、

２４
時
間
３
６
５
日
仕
事
に
没
頭
で
き
な

け
れ
ば
、す
ぐ
に
競
争
か
ら
脱
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、ど
こ
に
で
も
あ

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、い
か
に

早
く
、安
く
、そ
れ
で
い
て
高
品
質
で
、あ

り
え
な
い
納
期
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
無

理
難
題
に
も
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、そ
し
て
熱
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ

と
で
、お
客
様
は
こ
ち
ら
を
振
り
返
っ
て

く
れ
る
の
で
す
。

　
中
小
企
業
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点

は
、大
企
業
が
、い
ま
さ
ら
そ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
も
儲
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
商

売
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
は
た
し
て
、今
の
事
業
が
本
当
に
自
分

の
し
た
か
っ
た
こ
と
な
の
か
、客
観
的
な

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
直
し
検
証
す
る
べ
き

で
す
。過
去
の
事
実
の
中
に
答
え
が
見
え

る
は
ず
で
す
。

■
誰
に
何
を
ど
う
や
っ
て

　
売
る
も
の
が
何
で
あ
れ
、お
客
様
が
欲

す
る
も
の
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、世

の
中
か
ら
そ
の
商
売
が
無
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、お
客
様
へ
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
届
け
方
が
変
化
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、お
客
様
が
消
え
る
こ
と
は
稀
で
す
。

　
お
客
様
が
押
し
寄
せ
た
時
代
で
あ
れ
ば

苦
労
し
な
い
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も「
誰

に
」「
何
を
」「
ど
う
や
っ
て
」商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
届
け
る
の
か
を
考
え
続
け
、実
践

し
続
け
な
け
れ
ば
、い
か
に
自
分
た
ち
の

役
目
が
あ
ろ
う
と
、お
客
様
は
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　
創
業
の
時
代
は
常
に
試
行
錯
誤
の
連

続
で
す
。ほ
と
ん
ど
の
創
業
者
が
途
中
で

挫
折
す
る
中
で
、中
小
企
業
と
し
て
生
き

長
ら
え
て
い
る
会
社
を
未
来
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
続
け
る
た
め
に
は
、今
ま
で
生

き
長
ら
え
て
い
る
理
由
を
、こ
の「
誰
に
」

「
何
を
」「
ど
う
や
っ
て
」来
た
の
か
を
整
理

し
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
に
何
の
特
徴
も
な
け
れ
ば
、お
客

様
も
振
り
向
か
な
い
で
し
ょ
う
し
、と
っ
く

に
消
え
て
い
る
は
ず
で
す
。お
客
様
を
振

り
向
か
せ
る
何
か
、そ
し
て
自
分
の
役
目

に
対
す
る
確
信
。常
に
そ
れ
ら
の
事
実
と

向
き
合
え
ば
、光
明
が
見
え
て
き
ま
す
。
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中 小 企 業 経 営 のツ ボ
企業の成長段階を再認識し、未来の会社経営につなげる

創業や新たなビジネスを作り出す
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　知識を修得する「基本講座」、先進事例の視察や経営者の経験
談を聞くケーススタディ、自社のビジネスモデルを作成するワーク
ショップが一体となった「実践講座」、さらに1社につき1名の講師
が担当となり、現状把握、課題の整理、対応策の助言等を3回行う
「個別支援」がセットになったプログラムです。
　スクールにおいて、製造業の方は「モノづくり」から「コトづくり」
への転換手法や知識を学び、「サービス化」による新たな価値の創
造を目指します。卸・小売業、サービス業の方は既存事業に「新たな
サービス」の視点を加え、革新を図り、業務拡大・利益向上を目指し
ます。

第３期スクール生の募集は
７月中旬の予定です！

下記の様な悩みをお持ちの都内中小企業のみなさま、
ぜひお申込みください

◇既存事業に問題意識を持ち、経営革新を図ろ
　うとしている
◇既存事業を見直し、他社との差別化を図りた
　いとお考えの製造業者
◇新たなサービスビジネスを構築し、事業拡大
　を図ろうとお考えの卸・小売、サービス事業者

問い合わせ先　企業人材支援課 新サービススクール担当 TEL ： 03-3832-3675

2017年6月号アーガス_校正用.indd   7 17/05/26   11:49
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　東京都の産業において、サービス産業の事業所数、従業員数はともに産業全体の8割以上を占め、重要な位置づけとなっています。
　このような環境変化を背景に、公社では昨年９月、サービス分野の第一線で活躍できる人材を育成するため、「東京都新サービス
創出スクール」（以下スクール）を開講しました。
　スクールを卒業し、新しいサービスの事業化にむけて活動されている企業の声をご紹介いたします。

　有限会社ヴァニラスタジオは、スマートフォンやタブレット向けの手書き文字認識ソフトや文化財の高解像度画像を表示
するシステムを開発するＩＴ企業です。同社は大手システム会社から独立した奥山社長が設立しました。以来顧客との信
頼関係を構築し、期待以上の提案をすることで業績を伸ばしてきました。
　しかし社長には顧客にシステムを納品した後、自分達の手元を離れてしまうことによる“寂しさ”、自社製品を持てない
ことの“もどかしさ”が常にありました。そこで今回念願の自社製品を作りたいと熱い思いを持って、スクールを受講しました。
　社長は「スクールを通じてサービスの視点を取り入れることの意義
やＳＷＯＴ分析を利用した自社の分析方法などを学んだ。今までカン
や経験をもとに判断していたことが一つずつ整理され、新しいサービス
モデルのたたき台ができた。」とスクールに参加した手応えを感じていま
す。講座終了後、より一層新しいサービスに磨きをかけるため、社内にＳ
ＷＯＴ分析の表を壁に貼り出した所、社員が少しずつ付箋を貼るように
なったとのことです。
　「全社員がどのように会社を変えていきたいか考えるようになった。思
い付きの新サービスは甘々で全然ビジネスになりえない。事業化への道
はまだまだだが、折れない心を持って着実に成果を出していきたい。」と
社長は話します。新サービスの事業化が楽しみです。

東京都新サービス創出スクールについて

有限会社ヴァニラスタジオ 所在地：新宿区新宿 5-6-1 新宿やわらぎビル6階　資本金：３００万円　従業員数：１２人

中小企業新サービス創出
事業のご案内

既存事業に“サービス”の
視点を取り入れてみませんか。

ＳＷＯＴ分析表の前で
第１期卒業生の奥山純一郎社長（右）と
黄　聖弼（ファン　ソンピル）さん

ど
う
い
う
利
益
を
稼
ぐ
の
か

　
飛
行
機
を
空
席
で
飛
ば
す
。ホ
テ
ル
の

空
室
を
埋
め
る
努
力
を
し
な
い
。こ
れ
と

同
じ
よ
う
に
、社
内
原
価
に
合
わ
な
い
た

め
に
、工
程
に
余
裕
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、受
け
た
仕
事
を
外
注
先
に
加
工
依

頼
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。

こ
の
理
屈
を
加
工
の
仕
事
を
受
注
す
る

場
合
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
間
当
た
り
の
人
件
費
、減
価
償
却
費

や
間
接
経
費
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
、1

時

間
当
た
り3

,5
0
0

円
掛
か
る
と
算
出
さ

れ
る
と
し
て
、こ
れ
を2

,5
0
0

円
で
受

け
て
く
れ
る
外
注
先
が
あ
る
。社
内
で
加

工
す
れ
ば3

,5
0
0

円
も
か
か
る
の
で
あ

れ
ば
、他
社
に
発
注
し
た
方
が1

,0
0
0

円
利
益
が
大
き
く
な
る
と
考
え
て
も
、お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
話
が
お
か
し
い
の
は
社

外
で
加
工
す
れ
ば
外
注
先
の
減
価
償
却

費
、人
件
費
、リ
ー
ス
料
、一
般
管
理
費
及

び
そ
の
外
注
先
の
利
益
で
す
ら
、発
注
会

社
が
負
担
す
る
と
い
う
点
で
す
。

自
社
で
加
工
す
れ
ば
、多
少
の
電
気
代
の

ア
ッ
プ
は
生
じ
ま
す
が
、減
価
償
却
費
、

人
件
費
な
ど
の
固
定
費
は
増
加
す
る
訳

で
は
な
く
、仕
事
を
受
け
る
受
け
な
い
の

判
断
で
固
定
費
を
考
慮
す
る
必
要
は
な

い
の
で
す
。

む
し
ろ
、材
料
費
の
よ
う
な
変
動
費
を
差

し
引
い
た
利
益（
限
界
利
益
と
呼
び
ま

す
）が
プ
ラ
ス
で
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
、

丸
儲
け
と
ま
で
は
言
わ
な
く
と
も
、自
社

で
で
き
る
も
の
を
外
注
先
に
出
す
こ
と

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。

飛
行
機
の
場
合
も
、ホ
テ
ル
の
場
合
で

も
、空
席
や
空
室
が
あ
る
な
ら
、1

円
で

も
限
界
利
益
が
出
せ
る
な
ら
、仕
事
を
受

け
る
べ
き
な
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、そ
の
限
界
利
益
が
、固
定
費

を
た
と
え1

円
で
あ
っ
て
も
回
収
し
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。

作
れ
ば
作
る
ほ
ど

利
益
が
生
ま
れ
る
？

　1

個1
,0
0
0

円
で
販
売
す
る
製
品

を
、1,0

0
0

個
作
る
の
に
製
造
ラ
イ
ン

の
減
価
償
却
費
な
ど
の
固
定
費
が

2
0
0
,0
0
0

円
、つ
ま
り
製
品
一
個
当
た

り2
0
0

円
掛
か
る
と
計
算
さ
れ
た
場
合

を
考
え
て
み
ま
す
。

　
生
産
余
力
が
あ
り
、
今
な
ら

1
0
,0
0
0

個
で
も
作
れ
る
る
の
な
ら
、

そ
の
製
造
ラ
イ
ン
で
製
品1

0
,0
0
0

個

を
作
る
場
合
で
も
、
固
定
費
は

2
0
0
,0
0
0

円
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、製
品1

個
当
た
り
の
固
定

費
負
担
は1

0
0
0

個
の
場
合
に
比
べ1

0

分
の1

、つ
ま
り2

0

円
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、完
成
し
た
製
品1

0
,0
0
0

個
の
中
か
ら
、1,0

0
0

個
を
販
売
す
る

と
、一
個
当
た
り
の
固
定
費
の
負
担
額
の

差1
8
0

円
が
利
益
と
な
り
ま
す
。つ
ま

り
、固
定
費
の
発
生
が
一
定
な
ら
、作
れ
ば

作
る
ほ
ど
製
品
一
個
当
た
り
の
原
価
は
下

が
り
、売
れ
ば
売
る
ほ
ど
大
き
な
利
益
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
話
の
ど
こ
か
変
な
と
こ

ろ
は
、残
り9

,0
0
0

個
が
売
れ
残
っ
た

ら
、材
料
な
ど
の
変
動
コ
ス
ト
も
全
て
回

収
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
な

い
点
で
す
。

　
減
価
償
却
費
や
人
件
費
と
い
う
固
定

費
を
、原
価
に
算
入
す
る
こ
と
は
、必
ず

し
も
正
し
い
利
益
の
計
算
の
仕
方
で
は

な
い
の
で
す
。
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ど
う
い
う
利
益
を
稼
ぐ
の
か

　
飛
行
機
を
空
席
で
飛
ば
す
。ホ
テ
ル
の

空
室
を
埋
め
る
努
力
を
し
な
い
。こ
れ
と

同
じ
よ
う
に
、社
内
原
価
に
合
わ
な
い
た

め
に
、工
程
に
余
裕
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、受
け
た
仕
事
を
外
注
先
に
加
工
依

頼
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。

こ
の
理
屈
を
加
工
の
仕
事
を
受
注
す
る

場
合
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
間
当
た
り
の
人
件
費
、減
価
償
却
費

や
間
接
経
費
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
、1

時

間
当
た
り3

,5
0
0

円
掛
か
る
と
算
出
さ

れ
る
と
し
て
、こ
れ
を2

,5
0
0

円
で
受

け
て
く
れ
る
外
注
先
が
あ
る
。社
内
で
加

工
す
れ
ば3

,5
0
0

円
も
か
か
る
の
で
あ

れ
ば
、他
社
に
発
注
し
た
方
が1

,0
0
0

円
利
益
が
大
き
く
な
る
と
考
え
て
も
、お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
話
が
お
か
し
い
の
は
社

外
で
加
工
す
れ
ば
外
注
先
の
減
価
償
却

費
、人
件
費
、リ
ー
ス
料
、一
般
管
理
費
及

び
そ
の
外
注
先
の
利
益
で
す
ら
、発
注
会

社
が
負
担
す
る
と
い
う
点
で
す
。

自
社
で
加
工
す
れ
ば
、多
少
の
電
気
代
の

ア
ッ
プ
は
生
じ
ま
す
が
、減
価
償
却
費
、

人
件
費
な
ど
の
固
定
費
は
増
加
す
る
訳

で
は
な
く
、仕
事
を
受
け
る
受
け
な
い
の

判
断
で
固
定
費
を
考
慮
す
る
必
要
は
な

い
の
で
す
。

む
し
ろ
、材
料
費
の
よ
う
な
変
動
費
を
差

し
引
い
た
利
益（
限
界
利
益
と
呼
び
ま

す
）が
プ
ラ
ス
で
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
、

丸
儲
け
と
ま
で
は
言
わ
な
く
と
も
、自
社

で
で
き
る
も
の
を
外
注
先
に
出
す
こ
と

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
。

飛
行
機
の
場
合
も
、ホ
テ
ル
の
場
合
で

も
、空
席
や
空
室
が
あ
る
な
ら
、1

円
で

も
限
界
利
益
が
出
せ
る
な
ら
、仕
事
を
受

け
る
べ
き
な
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、そ
の
限
界
利
益
が
、固
定
費

を
た
と
え1

円
で
あ
っ
て
も
回
収
し
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。

作
れ
ば
作
る
ほ
ど

利
益
が
生
ま
れ
る
？

　1

個1
,0
0
0

円
で
販
売
す
る
製
品

を
、1,0

0
0

個
作
る
の
に
製
造
ラ
イ
ン

の
減
価
償
却
費
な
ど
の
固
定
費
が

2
0
0
,0
0
0

円
、つ
ま
り
製
品
一
個
当
た

り2
0
0

円
掛
か
る
と
計
算
さ
れ
た
場
合

を
考
え
て
み
ま
す
。

　
生
産
余
力
が
あ
り
、
今
な
ら

1
0
,0
0
0

個
で
も
作
れ
る
る
の
な
ら
、

そ
の
製
造
ラ
イ
ン
で
製
品1

0
,0
0
0

個

を
作
る
場
合
で
も
、
固
定
費
は

2
0
0
,0
0
0

円
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、製
品1

個
当
た
り
の
固
定

費
負
担
は1

0
0
0

個
の
場
合
に
比
べ1

0

分
の1

、つ
ま
り2

0

円
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、完
成
し
た
製
品1

0
,0
0
0

個
の
中
か
ら
、1,0

0
0

個
を
販
売
す
る

と
、一
個
当
た
り
の
固
定
費
の
負
担
額
の

差1
8
0

円
が
利
益
と
な
り
ま
す
。つ
ま

り
、固
定
費
の
発
生
が
一
定
な
ら
、作
れ
ば

作
る
ほ
ど
製
品
一
個
当
た
り
の
原
価
は
下

が
り
、売
れ
ば
売
る
ほ
ど
大
き
な
利
益
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
話
の
ど
こ
か
変
な
と
こ

ろ
は
、残
り9

,0
0
0

個
が
売
れ
残
っ
た

ら
、材
料
な
ど
の
変
動
コ
ス
ト
も
全
て
回

収
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
な

い
点
で
す
。

　
減
価
償
却
費
や
人
件
費
と
い
う
固
定

費
を
、原
価
に
算
入
す
る
こ
と
は
、必
ず

し
も
正
し
い
利
益
の
計
算
の
仕
方
で
は

な
い
の
で
す
。
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当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、商
い
を

す
る
に
は
、売
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
食
品
、車
、建
物
、専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、誰
で
も
知
っ
て
い
て
、ど
こ
で

も
手
に
入
る
、誰
か
ら
で
も
買
え
る
よ

う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、人
が
作
っ
た
も

の
を
仕
入
れ
て
売
る
、ま
た
、人
が
作
っ

た
も
の
を
真
似
て
作
れ
ば
足
り
る
わ

け
で
す
。

　
つ
ま
り
、商
い
は
、人
が
欲
す
る（
ま

た
は
欲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
）も
の
を

提
供
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。そ
う
い
う

意
味
で
は
、誰
で
も
商
売
を
始
め
る
こ

と
は
可
能
な
は
ず
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、戦
後
の
よ
う
に
何

も
な
い
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る

今
の
時
代
に
、あ
り
ふ
れ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
売
ろ
う
と
思
っ
て
も
、そ

こ
に
は
熾
烈
な
競
争
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、そ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の

中
に
あ
っ
て
も
、多
く
の
中
小
企
業
が
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
つ
つ
、長
き
に
わ
た
り
お
客
様

か
ら
評
価
を
失
わ
な
い
で
い
る
の
も
事

実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
創
業
し
よ
う
と
す
る
、あ

る
い
は
事
業
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ

る
方
は
、む
し
ろ
、現
在
活
躍
し
て
い

る
中
小
企
業
が
生
き
長
ら
え
て
い
る

理
由
を
知
る
こ
と
で
打
開
策
が
見
え

て
き
ま
す
。

■
自
分
の
役
目
は
何
な
の
か

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
目
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。モ
ノ
作
り
が
好
き
な
人
、

接
客
が
好
き
な
人
。一
つ
の
こ
と
を
研
究

し
続
け
る
の
が
好
き
な
人
。

　
こ
れ
か
ら
創
業
す
る
、今
の
事
業
を
維

持
発
展
さ
せ
た
い
。そ
う
考
え
る
な
ら

ば
、自
分
の
役
目
を
も
う一度
評
価
し
て
み

る
べ
き
で
す
。

　
大
企
業
に
勤
め
て
い
る
の
な
ら
、時
間

内
で
仕
事
を
こ
な
せ
ば
足
り
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
中
小
企
業
を
経
営
す
る
の
な

ら
、お
客
様
に
何
を
届
け
る
の
が
自
分
た

ち
の
役
目
で
あ
る
の
か
確
信
を
も
っ
て
、

２４
時
間
３
６
５
日
仕
事
に
没
頭
で
き
な

け
れ
ば
、す
ぐ
に
競
争
か
ら
脱
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、ど
こ
に
で
も
あ

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、い
か
に

早
く
、安
く
、そ
れ
で
い
て
高
品
質
で
、あ

り
え
な
い
納
期
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
無

理
難
題
に
も
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、そ
し
て
熱
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ

と
で
、お
客
様
は
こ
ち
ら
を
振
り
返
っ
て

く
れ
る
の
で
す
。

　
中
小
企
業
経
営
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点

は
、大
企
業
が
、い
ま
さ
ら
そ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
も
儲
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
商

売
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
は
た
し
て
、今
の
事
業
が
本
当
に
自
分

の
し
た
か
っ
た
こ
と
な
の
か
、客
観
的
な

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
直
し
検
証
す
る
べ
き

で
す
。過
去
の
事
実
の
中
に
答
え
が
見
え

る
は
ず
で
す
。

■
誰
に
何
を
ど
う
や
っ
て

　
売
る
も
の
が
何
で
あ
れ
、お
客
様
が
欲

す
る
も
の
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、世

の
中
か
ら
そ
の
商
売
が
無
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、お
客
様
へ
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
届
け
方
が
変
化
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、お
客
様
が
消
え
る
こ
と
は
稀
で
す
。

　
お
客
様
が
押
し
寄
せ
た
時
代
で
あ
れ
ば

苦
労
し
な
い
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も「
誰

に
」「
何
を
」「
ど
う
や
っ
て
」商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
届
け
る
の
か
を
考
え
続
け
、実
践

し
続
け
な
け
れ
ば
、い
か
に
自
分
た
ち
の

役
目
が
あ
ろ
う
と
、お
客
様
は
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　
創
業
の
時
代
は
常
に
試
行
錯
誤
の
連

続
で
す
。ほ
と
ん
ど
の
創
業
者
が
途
中
で

挫
折
す
る
中
で
、中
小
企
業
と
し
て
生
き

長
ら
え
て
い
る
会
社
を
未
来
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
続
け
る
た
め
に
は
、今
ま
で
生

き
長
ら
え
て
い
る
理
由
を
、こ
の「
誰
に
」

「
何
を
」「
ど
う
や
っ
て
」来
た
の
か
を
整
理

し
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
に
何
の
特
徴
も
な
け
れ
ば
、お
客

様
も
振
り
向
か
な
い
で
し
ょ
う
し
、と
っ
く

に
消
え
て
い
る
は
ず
で
す
。お
客
様
を
振

り
向
か
せ
る
何
か
、そ
し
て
自
分
の
役
目

に
対
す
る
確
信
。常
に
そ
れ
ら
の
事
実
と

向
き
合
え
ば
、光
明
が
見
え
て
き
ま
す
。
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中 小 企 業 経 営 のツ ボ
企業の成長段階を再認識し、未来の会社経営につなげる

創業や新たなビジネスを作り出す
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　知識を修得する「基本講座」、先進事例の視察や経営者の経験
談を聞くケーススタディ、自社のビジネスモデルを作成するワーク
ショップが一体となった「実践講座」、さらに1社につき1名の講師
が担当となり、現状把握、課題の整理、対応策の助言等を3回行う
「個別支援」がセットになったプログラムです。
　スクールにおいて、製造業の方は「モノづくり」から「コトづくり」
への転換手法や知識を学び、「サービス化」による新たな価値の創
造を目指します。卸・小売業、サービス業の方は既存事業に「新たな
サービス」の視点を加え、革新を図り、業務拡大・利益向上を目指し
ます。

第３期スクール生の募集は
７月中旬の予定です！

下記の様な悩みをお持ちの都内中小企業のみなさま、
ぜひお申込みください

◇既存事業に問題意識を持ち、経営革新を図ろ
　うとしている
◇既存事業を見直し、他社との差別化を図りた
　いとお考えの製造業者
◇新たなサービスビジネスを構築し、事業拡大
　を図ろうとお考えの卸・小売、サービス事業者

問い合わせ先　企業人材支援課 新サービススクール担当 TEL ： 03-3832-3675
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5 校 +

MEDIUMが手掛けたレ
ザー・プロダクト・ブラ
ンド「withy」。革の卸問
屋ならではのバリエー
ションの豊富さで、老若
男女に受け入れられる
ようなベーシックなデザ
インにした。

A

C

B

中小企業経営者がデザインを導入するときの基本的な知識や、デザイン開発を円滑に進めるための
ポイントについて、協働経験豊富なデザイナーの事例とともに解説します。

第1回　商品開発におけるデザインって、どういうこと ？

Design Column
デザイン活用 きほんの「き」

　
色や形だけではないデザイン

　MEDIUM・津留敬文氏、礼子氏は、葛
飾区在住で地元に密着したプロダクトデ
ザイナーとして活躍している。お二人は、
「企業とデザイナーでは立場が違うので、
デザインに対する認識が異なることが多
い。最初にとことん話し合って、デザイン
をどのように捉えているかを探り、『デザ
イン』という言葉についての共通認識を
持つことが大事」と声を揃える。
　もちろん、依頼内容がはっきりしていれ
ば具体的な提案ができるが、「なんとなく
何かつくりたい」というあいまいな相談も
少なくない。その場合は、「一緒に考えま
しょう」というスタンスでスタートする。そう
して課題や問題点を探っていくと、結果と
して、色や形だけのデザインは必要ない

場合もあるそうだ。「その企業のリソース
を最大化するときにデザイナーができるこ
とは、単純に形をつくる以外にもいろいろ
あります。特に、イメージや世界観の醸成
といったブランド構築、そしてどう売るかと
いった販売促進や販路開拓に関わること
も増えていますね」と敬文氏は説明する。
中小企業においては、社内デザイナー不
在でものづくりをしていることが多い。そ
のため、いざ自社製品をつくるとなれば、
デザインが求められるのではないか。　
　「これからのデザイナーは、手を動かして成
果物をつくるという『行為としてのデザイン』だ
けではなく、それによってなにが生み出される
かという『価値としてのデザイン』を提供してい
かなければならない。その意味では、デザイン
という言葉はより抽象的になり、デザイナーの
役割はより広がってきています」（敬文氏）

楽しい渦から生まれるもの

　企業の抱える課題はさまざまであり、デ
ザイナーによって正解の導き出し方は異
なる。その意味ではお見合いのようなも
のだ。「モノを買うときは必ず比較検討し
ますよね。デザイナーを探すときも同じ。
必ず過去の作品をみて、直接話をしたう
えで、好きか嫌いか、合うか合わないかを
見極めてほしい」（礼子氏）。
　MEDIUMは、「モノをつくるプロセスを
楽しむ」ことを重視している。「一緒に悩
んで、周りを巻き込んで『楽しい渦』をつ
くっていけると、結果としてうまくいくこと
が多い」と実感している。そのような企業
とデザイナーとの『楽しい渦』（いい関係）
から生み出されたプロダクト「withy」を
紹介しよう。

ポリプロピレン

ウィズィ

「withy」
　「革」という素材のバリエーションを活か
し、もっと気軽に普段使いができるモノが
できないか。そんな考えから誕生した
「withy」。製造販売を手掛ける株式会社
BRANCHは、浅草の革の卸である株式会
社久保柳商店が、自社オリジナル商品を開
発するために立ち上げた会社である。
　MEDIUMとの出会いは、2015年2月に
開催された「第1回町工場見本市2015」

だった。お互いが出展社として参加したな
かで、相談を受けたのがきっかけだ。「凝っ
た縫製や加工はせずに、革を抜くだけでな
にかできないか」という依頼に応えるため
に、試作品をいくつも制作して検討。最終
的には、異素材のPPと組み合わせること
で、構造上・製造上の課題を解決すること
ができた。
　こうして生まれたのは、カードケース、
マルチケース、デスクトップトレーの3種類

のアイテムである。1年後の「第2回町工
場見本市2016」にて見本を発表、2017年
3月に発売へとこぎつけた。
　MEDIUMは商品開発だけでなく、コ
ンセプト、ネーミングやパッケージ、
WEBの制作まで一貫して手掛け、ブラ
ンドの立ち上げに関わった。まさに、革
の新しい価値を創出したデザイン活用
の好事例だ。
（HPはhttp://withy.tokyo）

Case Study

Designer Profile
MEDIUM（ミディアム）
津留礼子と津留敬文によるデザインスタジオ。「ナイスなデザイン」
を標榜し、社会と人、生産者と消費者などさまざまなものの媒質
（＝ミディアム）として、プロダクトデザインの領域を中心に、商品
企画・開発、展示、パッケージなどトータルなデザイン提案を行
います。　https://www.ttsuru.com/

自社商品をデザインの力でより魅力的なものに
したいと考える中小企業が、自社にあったデザ
イナーを探すためのコラボマッチング（商談会）
を開催します。応募締切は6月30日（金）。参加
は無料です。デザイナーとの協働をお考えの方
のご参加をお待ちしております。
◆詳細はこちらから
http://www.tokyo-kosha.or.jp/support/shien/
design/collabo.html

デザイナーとの商談会開催

問い合わせ先　経営戦略課事業革新係
TEL ： 03-5822-7232　　E-mail ： senryaku@tokyo-kosha.or.jp

連載

A/カードケースとマルチケース。革とPPをベルトで止
めるシンプルなつくりだからこそ、どんな革でも製
品化できる。PPの構造は折り紙から発想を得たという。

B/商品化に向けては、ロゴやパッケージのデザイン
も重要な要素だ。アイテム自体の形が決まってか
ら、最終的な商品になるまで、3か月ほどかけてつく
り込んでいる。

C/革とPPシートを、スナップロックで留めるだけで
組み立てられる、デスクトップトレー。3サイズが一
組で、文具や小物などさまざまなものを整理するこ
とが可能。好みの色や革の質感を選ぶ楽しみがある。

ポリプロピレン

「実際に手を動かして発想すること、期待を超える提案ができるよう心がけて
います」（礼子氏）
「デザインの正解ってなにが正しいのかわかりませんが、自分のなかでは確信を
持てるまで突き詰めてから提案するようにしています」（敬文氏）
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楽しむ」ことを重視している。「一緒に悩
んで、周りを巻き込んで『楽しい渦』をつ
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に、試作品をいくつも制作して検討。最終
的には、異素材のPPと組み合わせること
で、構造上・製造上の課題を解決すること
ができた。
　こうして生まれたのは、カードケース、
マルチケース、デスクトップトレーの3種類

のアイテムである。1年後の「第2回町工
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は無料です。デザイナーとの協働をお考えの方
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品化できる。PPの構造は折り紙から発想を得たという。

B/商品化に向けては、ロゴやパッケージのデザイン
も重要な要素だ。アイテム自体の形が決まってか
ら、最終的な商品になるまで、3か月ほどかけてつく
り込んでいる。

C/革とPPシートを、スナップロックで留めるだけで
組み立てられる、デスクトップトレー。3サイズが一
組で、文具や小物などさまざまなものを整理するこ
とが可能。好みの色や革の質感を選ぶ楽しみがある。
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「実際に手を動かして発想すること、期待を超える提案ができるよう心がけて
います」（礼子氏）
「デザインの正解ってなにが正しいのかわかりませんが、自分のなかでは確信を
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このコーナーでは仕事の受注・発注を希望されている企業の情報を中心として掲載しています。
お問い合せは各窓口まで。

登録企業情報コーナー
お問い合せ開始日 6月16日(金)9時30分から

社 長の座右の書

何のために生きるのか
修身教授録
ランチェスター弱者必勝の戦略

稲盛和夫・五木寛之共著／致知出版社

森信三著／致知出版社

竹田陽一著／サンマーク出版

株式会社城南村田　代表取締役　青沼　隆宏

　社長は孤独と言われています。幸いにも私は社長就任時に2人の右腕がいたため孤独を感じません
でした。しかし、リーマンショック時に会社がガタガタになり、2人は離れていきました。初めて孤独を味
わいました。
　その時に「何のために生きるのか」に出会いました。この中で「人生の目的は、死を迎えるときに、私
の“たましい”がさらに磨かれて美しくなっているのかどうか」とありました。私の人生の目的は最後に
「良い人生だった」と思う事と考えていたので、腑に落ちました。
　「修身教授録」は人間学の本です。その中で「資質と教えと苦
労が成長の3大要因」とあります。「“たましい”が磨かれる」、「苦
労が成長の要因のひとつ」という言葉に社長の孤独も納得出来
る様になりました。今ではもっと苦労を受け入れようという気に
なっています。
　「ランチェスター弱者必勝の戦略」は、売上が半減し、営業をし
たことが無かった私が営業の基礎を学んだ本です。経営判断の
1番目は「人として」、2番目は「ランチェスター戦略」です。経営は感謝の気持ちと技術的な側面の両
面が必要だと感じています。両方ともに足りていないのでまだまだ勉強・苦労が必要です。なかなか伝
えられないのですが、私を公私共に支えてくれている妻には本当に感謝しています。

本コーナーは「社長の○○」と題して、企業経営を行う上で大切にしている言葉やおススメの図書・映画などをご紹介いただきます。
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面
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ン
サ
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ェ
ア
犯
罪
の
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少

は
見
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め
な
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の
で
は
な
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か
。
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策
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サ
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ェ
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感
染
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
必
須
で
あ
る
が
、１
日
あ

た
り
の
数
百
万
種
類
の
新
た
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
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さ
れ
て
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る
と
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わ
れ
て
い
る
現
在
、ウ
ィ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
更
新
が
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、

ウ
ィ
ル
ス
検
知
率
が
低
下
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、今
後
、ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

感
染
の
事
前
検
知
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
可
能
性

が
大
き
い
。

　
従
っ
て
、ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
感
染
し
て
も
身
代
金
要

求
に
応
じ
る
必
要
の
な
い
状
況
を
講
じ
て
お
く
こ
と

が
肝
要
と
考
え
ら
れ
る
。具
体
的
に
は
、P
C
や
フ
ァ

イ
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
基
本
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。上
記

調
査
報
告
か
ら
、フ
ァ
イ
ル
暗
号
化
攻
撃
を
受
け
て

も
身
代
金
を
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払
わ
な
か
っ
た
企
業
は
3
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4
％

と
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う
こ
と
に
な
る
。身
代
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を
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わ
な
か
っ
た
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業
の
個
々
の
事
情
は
分
か
ら
な
い
が
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C
や
フ
ァ

イ
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
深
刻
化
を
免
れ
た
と

い
う
企
業
も
多
い
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ず
で
あ
る
。ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
利
用
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
強
化
す
る
と
と
も
に
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サ
ム
ウ
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ア
犯
罪
に
対

す
る
危
機
管
理
行
動
計
画
を
立
て
て
備
え
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

情報セキュリティ大学院大学
客員教授　佐藤 直

ランサムウェア犯罪を想定したバックアップ・危機管理行動計画が急務
「企業におけるランサムウェア実態調査」で分かった、
ファイル暗号化攻撃を受けて身代金を支払った割合

62.6%

情

数字から考える
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このコーナーでは仕事の受注・発注を希望されている企業の情報を中心として掲載しています。
お問い合せは各窓口まで。

登録企業情報コーナー
お問い合せ開始日 6月16日(金)9時30分から

社 長の座右の書

何のために生きるのか
修身教授録
ランチェスター弱者必勝の戦略

稲盛和夫・五木寛之共著／致知出版社

森信三著／致知出版社

竹田陽一著／サンマーク出版

株式会社城南村田　代表取締役　青沼　隆宏

　社長は孤独と言われています。幸いにも私は社長就任時に2人の右腕がいたため孤独を感じません
でした。しかし、リーマンショック時に会社がガタガタになり、2人は離れていきました。初めて孤独を味
わいました。
　その時に「何のために生きるのか」に出会いました。この中で「人生の目的は、死を迎えるときに、私
の“たましい”がさらに磨かれて美しくなっているのかどうか」とありました。私の人生の目的は最後に
「良い人生だった」と思う事と考えていたので、腑に落ちました。
　「修身教授録」は人間学の本です。その中で「資質と教えと苦
労が成長の3大要因」とあります。「“たましい”が磨かれる」、「苦
労が成長の要因のひとつ」という言葉に社長の孤独も納得出来
る様になりました。今ではもっと苦労を受け入れようという気に
なっています。
　「ランチェスター弱者必勝の戦略」は、売上が半減し、営業をし
たことが無かった私が営業の基礎を学んだ本です。経営判断の
1番目は「人として」、2番目は「ランチェスター戦略」です。経営は感謝の気持ちと技術的な側面の両
面が必要だと感じています。両方ともに足りていないのでまだまだ勉強・苦労が必要です。なかなか伝
えられないのですが、私を公私共に支えてくれている妻には本当に感謝しています。

本コーナーは「社長の○○」と題して、企業経営を行う上で大切にしている言葉やおススメの図書・映画などをご紹介いただきます。
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。
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ランサムウェア犯罪を想定したバックアップ・危機管理行動計画が急務
「企業におけるランサムウェア実態調査」で分かった、
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受注情報
整
理
番
号

受注案件No.
所在地区

資本金
従業員数

希望する仕事又は
自社PR 主要設備　他 経験

年数
希望
地域 問合せ窓口

1 No.00044382
大田区

-
2人

プラスチック成形加
工・インサート加工・
レーザー加工・UV
プリンター加工

縦型成形機５０ｔ、横型成形機３０ｔ
（３台）、金型洗浄機、レーザー加
工機、UVプリンター、画像測定器、
他周辺設備

５３年 -
城南支社
TEL 03-3733-6245
FAX 03-3733-6246

2 No.00044381
港区

1,000万円
90人

ポスター、パンフレッ
ト、会社案内、カタ
ログ、リーフレット等
広告制作全般

経験豊富なデザイナー・コピーライ
ターが多数在籍。
顧客課題の解決をモットーに、効果
的な広告戦略を企画から提案。

４０年 東京
都内

取引振興課
TEL 03-3251-7883
FAX 03-3251-7888
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イベント情報 イベント情報

「九都県市合同商談会2017」発注側参加企業を募集します！
首都圏産業の国際競争力の強化を図るため、平成20年度から九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）が連携して合同商談会を開催しています。
この商談会は、取引先の新規開拓のきっかけづくりや新たなビジネスチャンスの創出を目的とする
ものです。
ぜひ、この機会に発注企業としてご参加いただき、協力企業・外注企業の新規開拓や将来の発注に
向けた情報収集等にご活用ください。

問い合わせ先　九都県市合同商談会2017開催事務局（公社取引振興課内）

URL ： http://www.tokyo-kosha.or.jp/topics/9tokenshi/index.html
TEL ： 03-3251-7883　FAX ： 03-3251-7888

公社では、下記の2助成事業説明会を開催します。
製品改良・規格等適合化支援事業
　国内外の新たな販路開拓を目指す都内中小企業者に対し、自社製品の改良や規格適合・認証取得
　（ISO・IEC・CEマーキング等）に要する経費の一部を助成します。　
TOKYOイチオシ応援事業
　都内中小企業等が行う、東京都の各地域の持つ強みや特色である「地域資源」（地域の産物・技術・
　観光資源等）を活用した新製品・新サービスの開発に対し、要する経費の一部を助成します。また、地
　域応援アドバイザー及び専門家によるハンズオン支援を行います。

※説明会は事前予約制です。予約の受付開始は6月中旬以降を予定しております。
※事業の詳細、説明会への参加申し込み等はホームページから確認して
　ください。

［開催概要］
日 時
会 場

平成２９年１１月１７日（金）　12：00～17：00
東京ビッグサイト・レセプションホールＡ・Ｂ（江東区有明３-１１-１）
http://www.bigsight.jp/general/access/

［募集概要］
参 加 費
募 集 数
申 込 方 法

申 込 期 限

無料　（受注側参加企業は有料）
発注企業８０社
公社ＨＰより申込書をダウンロードしていただき、必要事項をご入力の上、9tokenshi@tokyo-kosha.or.jp
宛に送信してください。
平成29年7月31日（月）まで
※受注企業は8月中旬以降、ホームページ上にて募集（予定）問い合わせ先　取引振興課

TEL ： 03-3251-7883　FAX ： 03-3251-7888　機械要素技術展(M-Tech)ホームページ ： http://www.mtech-tokyo.jp/

タイ企業に関心のある方は
国際事業課　　TEL ： 03-5822-7241　FAX ： 03-5822-7240

［開催概要］
会 期

会 場
主 催

平成２９年６月２１日（水）～２３日（金）
１０：００～１８：００
※２３日（金）のみ１７：００終了

東京ビッグサイト
リード エグジビション ジャパン（株）
※本展示会への入場には招待券が必要です。
　機械要素技術展ホームページから招待券を入手いただくか、
　取引振興課までご連絡ください。

総称 日本ものづくりワールド 2017
第21回 機械要素技術展

公社ブース／昨年の様子

平成２９年度助成事業説明会を開催します

来る6月21日（水）から23日（金）に、東京ビッグサイトで「第21回機械要素技術展」が開催されます。
公社ブースに出展するきらりと光る技術を持った、17の企業をご紹介します！　
ぜひ、会場に足をお運びください！
今回は、公社タイ事務所とともにタイ企業9社が出展します。
タイで日本のものづくりを支える優れた技術を持つ
タイ企業との商談に興味のある方もぜひお越しください！

間もなく
開催 ！

協栄プリント技研株式会社（調布市）

株式会社アジャスト（東久留米市）

株式会社三鷹精工（昭島市）

シナノ産業株式会社（大田区）

株式会社ヤマテック（瑞穂町）

アロニクス株式会社（大田区）

小松ばね工業株式会社（大田区）

株式会社植田製作所（三鷹市）

株式会社セキネ（あきる野市）

スマイルリンク株式会社（大田区）

スリーピース株式会社（台東区）

株式会社シントク（板橋区）

長尾工業株式会社（目黒区）

東京光電子工業株式会社（練馬区）

菱和工業株式会社（大田区）

カートン光学株式会社（台東区）

墨田螺子産業株式会社（墨田区）

プレス金型、彫刻刃型、微細加工部品

ねじ類、締結部品、機械加工品
精密部品類、高清浄度部品類、送りねじ、各種ゲージ類、長尺シャフト用真円度測定機（パネル展示）、
コンパクトタイプ（Ａ３サイズ）真円度測定機
プラスチックの切削による加工部品

拡散接合技術により接合された熱交換機・メッシュフィルター・ハイサイクル金型

誘導加熱（IH）装置、放射温度計

精密ばね（コイルばね、トーションばね、ワイヤーフォーミング加工）

耐候性小型圧力スイッチ

大型筐体製作、厚物溶接技術、フレーム見本（１／５サイズ）・溶接見本展示

国産３Ｄプリンタ“Ｎｔ１００”、３Ｄ造形サービス“ＤｏｃｏＦａｂ”

モーター、減速機、ポンプ、リニアアクチュエータ、グラスウォッシャー

圧延ロール、スリッター刃

金属及び樹脂の精密機械加工技術の紹介

非接触寸法測定器LMGシリーズ、エンドミル測定装置、ローラ測定装置など

3RM工法による簡易金型の製作及び試作、少量生産のご提案

実体顕微鏡、マイクロスコープ、ＣＣＤカメラなど

ＮＣ旋盤、マシニングによる機械加工部品サンプル、主にステンレス・アルミ・真ちゅう部品

主な出展製品等企業名
公社ブースは東６ホールに出展します！

平成29年７月14日（金）　13：30～16：00

平成29年７月18日（火）　13：30～16：00

平成29年７月20日（木）　13：30～16：00

平成29年７月21日（金）　13：30～16：00

平成29年７月24日（月）　13：30～16：00

大田区南蒲田1-20-20

台東区花川戸2-6-5

昭島市東町3-6-1

中央区銀座2-10-18

千代田区神田練塀町３

城南支社２階東京都研修室

台東区民会館８階第５会議室

多摩支社２階大会議室

中小企業会館９階講堂

富士ソフトアキバプラザ６階セミナールーム1

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

日時 会場 住所

  70名

100名

100名

100名

120名

定員

検 索東京都　公社　助成金 検 索

問い合わせ先　助成課 TEL ： 03-3251-7895　E-mail ： josei@tokyo-kosha.or.jp
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「九都県市合同商談会2017」発注側参加企業を募集します！
首都圏産業の国際競争力の強化を図るため、平成20年度から九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）が連携して合同商談会を開催しています。
この商談会は、取引先の新規開拓のきっかけづくりや新たなビジネスチャンスの創出を目的とする
ものです。
ぜひ、この機会に発注企業としてご参加いただき、協力企業・外注企業の新規開拓や将来の発注に
向けた情報収集等にご活用ください。

問い合わせ先　九都県市合同商談会2017開催事務局（公社取引振興課内）

URL ： http://www.tokyo-kosha.or.jp/topics/9tokenshi/index.html
TEL ： 03-3251-7883　FAX ： 03-3251-7888

公社では、下記の2助成事業説明会を開催します。
製品改良・規格等適合化支援事業
　国内外の新たな販路開拓を目指す都内中小企業者に対し、自社製品の改良や規格適合・認証取得
　（ISO・IEC・CEマーキング等）に要する経費の一部を助成します。　
TOKYOイチオシ応援事業
　都内中小企業等が行う、東京都の各地域の持つ強みや特色である「地域資源」（地域の産物・技術・
　観光資源等）を活用した新製品・新サービスの開発に対し、要する経費の一部を助成します。また、地
　域応援アドバイザー及び専門家によるハンズオン支援を行います。

※説明会は事前予約制です。予約の受付開始は6月中旬以降を予定しております。
※事業の詳細、説明会への参加申し込み等はホームページから確認して
　ください。

［開催概要］
日 時
会 場

平成２９年１１月１７日（金）　12：00～17：00
東京ビッグサイト・レセプションホールＡ・Ｂ（江東区有明３-１１-１）
http://www.bigsight.jp/general/access/

［募集概要］
参 加 費
募 集 数
申 込 方 法

申 込 期 限

無料　（受注側参加企業は有料）
発注企業８０社
公社ＨＰより申込書をダウンロードしていただき、必要事項をご入力の上、9tokenshi@tokyo-kosha.or.jp
宛に送信してください。
平成29年7月31日（月）まで
※受注企業は8月中旬以降、ホームページ上にて募集（予定）問い合わせ先　取引振興課

TEL ： 03-3251-7883　FAX ： 03-3251-7888　機械要素技術展(M-Tech)ホームページ ： http://www.mtech-tokyo.jp/

タイ企業に関心のある方は
国際事業課　　TEL ： 03-5822-7241　FAX ： 03-5822-7240

［開催概要］
会 期

会 場
主 催

平成２９年６月２１日（水）～２３日（金）
１０：００～１８：００
※２３日（金）のみ１７：００終了

東京ビッグサイト
リード エグジビション ジャパン（株）
※本展示会への入場には招待券が必要です。
　機械要素技術展ホームページから招待券を入手いただくか、
　取引振興課までご連絡ください。

総称 日本ものづくりワールド 2017
第21回 機械要素技術展

公社ブース／昨年の様子

平成２９年度助成事業説明会を開催します

来る6月21日（水）から23日（金）に、東京ビッグサイトで「第21回機械要素技術展」が開催されます。
公社ブースに出展するきらりと光る技術を持った、17の企業をご紹介します！　
ぜひ、会場に足をお運びください！
今回は、公社タイ事務所とともにタイ企業9社が出展します。
タイで日本のものづくりを支える優れた技術を持つ
タイ企業との商談に興味のある方もぜひお越しください！

間もなく
開催 ！

協栄プリント技研株式会社（調布市）

株式会社アジャスト（東久留米市）

株式会社三鷹精工（昭島市）

シナノ産業株式会社（大田区）

株式会社ヤマテック（瑞穂町）

アロニクス株式会社（大田区）

小松ばね工業株式会社（大田区）

株式会社植田製作所（三鷹市）

株式会社セキネ（あきる野市）

スマイルリンク株式会社（大田区）

スリーピース株式会社（台東区）

株式会社シントク（板橋区）

長尾工業株式会社（目黒区）

東京光電子工業株式会社（練馬区）

菱和工業株式会社（大田区）

カートン光学株式会社（台東区）

墨田螺子産業株式会社（墨田区）

プレス金型、彫刻刃型、微細加工部品

ねじ類、締結部品、機械加工品
精密部品類、高清浄度部品類、送りねじ、各種ゲージ類、長尺シャフト用真円度測定機（パネル展示）、
コンパクトタイプ（Ａ３サイズ）真円度測定機
プラスチックの切削による加工部品

拡散接合技術により接合された熱交換機・メッシュフィルター・ハイサイクル金型

誘導加熱（IH）装置、放射温度計

精密ばね（コイルばね、トーションばね、ワイヤーフォーミング加工）

耐候性小型圧力スイッチ

大型筐体製作、厚物溶接技術、フレーム見本（１／５サイズ）・溶接見本展示

国産３Ｄプリンタ“Ｎｔ１００”、３Ｄ造形サービス“ＤｏｃｏＦａｂ”

モーター、減速機、ポンプ、リニアアクチュエータ、グラスウォッシャー

圧延ロール、スリッター刃

金属及び樹脂の精密機械加工技術の紹介

非接触寸法測定器LMGシリーズ、エンドミル測定装置、ローラ測定装置など

3RM工法による簡易金型の製作及び試作、少量生産のご提案

実体顕微鏡、マイクロスコープ、ＣＣＤカメラなど

ＮＣ旋盤、マシニングによる機械加工部品サンプル、主にステンレス・アルミ・真ちゅう部品

主な出展製品等企業名
公社ブースは東６ホールに出展します！

平成29年７月14日（金）　13：30～16：00

平成29年７月18日（火）　13：30～16：00

平成29年７月20日（木）　13：30～16：00

平成29年７月21日（金）　13：30～16：00

平成29年７月24日（月）　13：30～16：00

大田区南蒲田1-20-20

台東区花川戸2-6-5

昭島市東町3-6-1

中央区銀座2-10-18

千代田区神田練塀町３

城南支社２階東京都研修室

台東区民会館８階第５会議室

多摩支社２階大会議室

中小企業会館９階講堂

富士ソフトアキバプラザ６階セミナールーム1

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

日時 会場 住所

  70名

100名

100名

100名

120名

定員

検 索東京都　公社　助成金 検 索

問い合わせ先　助成課 TEL ： 03-3251-7895　E-mail ： josei@tokyo-kosha.or.jp
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ISO9001：2015及びISO14001：2015を統合マネジメントシス
テムとして運用、監査を行っている組織の内部監査員を養成します。
規格の意図を理解し、監査のポイントと基礎を習得します。

会 　 場
受 講 料
対 象

募 集 人 数
講 師

公社セミナールーム（台東区台東1-3-5 反町商事ビル6階）
15,000円
・これからISO9001：2015+ISO14001：2015統合内部監査員になる方
・ISO9001：2015+ISO14001：2015推進、運用事務局の方
・ISO9001：2015+ISO14001：2015管理責任者の方
20名（先着順）
株式会社シスウエイ
エグゼクティブコンサルタント
JRCA品質審査員補　CEAR環境審査員補　山口　勝則 氏

ISO9001：2015+ISO14001：2015統合内部監査員養成講座

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

異業種の集まり「あだち異業種連絡協議会」が主催する新しい名刺
交換会！名刺はもちろん、製品、道具、パンフ等を持ち寄って、普段
よりもディープな自社PRと情報交換をしよう！

会 　 場
参 加 費
内 容
対 象
申 込 方 法
申 込 締 切

シアター１０１０(ギャラリー)北千住西口マルイ１１階（足立区千住３－９２）
無料
商品・小道具・パンフ等を使って自社ＰＲ／18種類のミニセミナー／製品展示（希望者のみ）
ビジネス情報が欲しい方／ビジネスネットワークを広げたい方（業種業界不問）
足立区HPの申込フォーム、または所定の申込書（チラシ裏面）を記入のうえ、FAXか郵送
平成２9年7月3日（月）必着

～名刺交換しませんか？～
「異業種フォーラム２０１７inあだち」参加者募集

平成29年8月5日（土）  14：00～18：30

問い合わせ先  あだち異業種連絡協議会事務局（足立区産業振興課工業係内）
TEL ： 03-3880-5869　
URL ： http://www.city.adachi.tokyo.jp/s-shinko/shigoto/
　　　　 igyousyu2.html

※公社の研修は中小企業向けのため、講師と同業・コンサルタントの方はご遠慮ください

公社のセミナー情報詳細は
公社ホームページをご覧ください。

東京中小公社　セミナー

ARGUS No.463

平成29年8月29日（火）・30日（水）（2日間）

事業を永続的に発展させていくには、スムーズな事業承継は欠かせ
ません。本セミナーでは、事業承継のポイントを基本からお伝えいた
します。

会 　 場

受 講 料
対 象

募集人数
講 師

秋葉原コンベンションホール5A会議室
（千代田区外神田1-18-13 秋葉原ダイビル5階 カンファレンスフロア）
無料
事業承継に関心を持ち、今後取り組もうと考えている
経営者および後継者
100名（先着順）
あいわ税理士法人
代表社員　税理士　杉山　康弘 氏

平成29年6月21日（水）　14：00～16：15

問い合わせ先  総合支援課　 TEL ： 03-3251-7881

モノづくり企業のサービス分野への進出が注目されています。サー
ビス分野進出の考え方について酒井教授に、製造業のサービス化
の先行事例について向川社長に、それぞれ講演及びトークセッショ
ンを行っていただきます。
会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

秋葉原ダイビルコンベンションホール５階５Ｃ会議室
（千代田区外神田1-18-13）
無料
新しいサービス創出をお考えの方（経営者・管理職者等）
40名（先着順）
法政大学　キャリアデザイン学部
教授　酒井　理 氏
是吉興業株式会社
代表取締役社長　向川　是吉 氏

平成29年7月24日（月）　13：30～16：40

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

短時間でBCPの基礎、策定方法等を習得できる演習形式の講座を
開催します。また、本講座を受講された企業様は、BCP策定コンサル
ティングにお申込いただけます。　※各回は同内容です

会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

① 秋葉原コンベンションホール 5A会議室
　 （千代田区外神田1-18-13　秋葉原ダイビル5階カンファレンスフロア）
②公社多摩支社2階 大会議室（昭島市東町3-6-1）
③秋葉原UDXギャラリー NEXT-2（千代田区外神田4-14-1　4階）
無料
都内に事業所を有する中小企業
各回20社（先着／1社2名様までご参加いただけます）
ニュートン・コンサルティング（株）

BCP策定講座　参加企業を募集します ！

問い合わせ先  総合支援課 TEL ： 03-3251-7881

輸入取引の仕組みや貨物の引取り、為替、採算、契約、貿易条件、
代金決済、通関、保険等、目的達成のための具体的なプロセスまで
の基礎知識を学びます。

会 　 場
受 講 料
募集人数
講 師

台東区民会館（台東区花川戸2丁目6番5号）
15,000円
40名(先着順)
国際ビジネス・貿易コンサルタント
(株)ヒロ・インターナショナル
代表取締役　樋口　壽男 氏

貿易実務者養成講習会 基礎から学ぶ輸入実務（初級）

問い合わせ先  国際事業課　 TEL ： 03-5822-7243

平成29年7月26日（水）・27日（木）（2日間）　10：00～16：00平成29年7月5日（水）（会場①）・7月20日（木）（会場①）
8月3日（木）（会場②）・8月21日（月）（会場③）いずれも13：30～17：00

中小企業の人材戦略に基づく一連の人材関連実務を学びます。人
材確保から育成、評価、定着、労務まで人材実務全般の業務遂行に
ついて、１年間を通してセミナーを４回に分け、方向性の策定から
構築・運用する上での重要となるポイントをお伝えします。　
※第2回以降の詳細については、公社ホームページをご覧ください。
　すべての回にご参加いただくと効果的です。

会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

① AP秋葉原 ５階会議室A（台東区秋葉原）
② エステック情報ビル 21階A会議室（新宿区西新宿）
無料
都内中小企業の人事・総務担当者、経営者
40名
行動科学研究所
代表　河野　博志 氏

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

サービス創出に造詣が深い酒井教授とITを活用した革新的な衣
服生産プラットフォームビジネスを展開する河野社長にサービス
創出の考え方や課題の克服等について講演及びトークセッション
を行っていただきます。
会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

秋葉原ダイビルコンベンションホール５階５Ｃ会議室
（千代田区外神田1-18-13）
無料
新しいサービス創出をお考えの方（経営者・管理職者等）
40名（先着順）
法政大学　キャリアデザイン学部
教授　酒井　理 氏
シタテル株式会社
代表取締役　河野　秀和 氏

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

平成29年8月1日（火）　13：30～16：40平成29年7月11日（火）（会場①）・7月19日（水）（会場②） ※両日とも同一内容
13：30～17：00（講演）／17：00～17：30（質疑応答／希望者のみ）

産業交流展2017は、首都圏の個性あふれる中小企業の優れた製品や技術を一堂に展示する、国内最大級の
見本市です。
今回で20回目を迎えるこの展示会では、販路開拓や企業間連携の実現に向けた情報収集・交換の場を求める
元気な中小企業のみなさまの出展を募集しています。

平成29年11月15日（水）～17日（金）
東京ビッグサイト 西ホール（江東区有明3-11-1）　
産業交流展2017実行委員会
東京都、東京商工会議所、東京都商工会議所連合会、東京都商工会連合会、東京都中小企業団体中央会
㈱東京ビッグサイト、（公財）東京都中小企業振興公社、（地独）東京都立産業技術研究センター
1,000企業・団体            
57,000人（予定）
基調講演／特別講演などのステージイベント、出展者交流などの企画を予定
世界発信コンペティション表彰式、東京都経営革新優秀賞表彰式ほか

問い合わせ先  産業交流展2017運営事務局　　TEL ： 03-3263-8885　　http://www.sangyo-koryuten.tokyo/

第20回産業交流展2017出展企業募集

第1回戦略的事業承継セミナー
ここから始める ！ 事業承継

第1回中小企業新サービス創出事業 普及・啓発セミナー
～「モノづくり×サービス」で事業革新 ！ ～

中小企業人事・総務実務者に役立つシリーズ・セミナー（第１回）
「人材活用のポイントから制度設計・労務管理まで」

第2回中小企業新サービス創出事業 普及・啓発セミナー
～新事業飛躍の秘訣は新サービスにあり ！ ～

関係機関
からの
お知らせ

［ 開 催 概 要 ］
開 催 期 間
会 場
主 催

出 展 規 模
来 場 規 模
特 別 企 画
同 時 開 催

6月上旬開始（予定）
※申込を受付次第、順次審査（予定小間数に達し次第、受付終了）
首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に事業所を有し、以下のいずれかの分野に属する中小企業・団体など
①情報　②環境　③医療・福祉　④機械・金属
詳細は産業交流展公式ＨＰをご確認ください。

［出展募集概要］
募 集 時 期

対 象

出 展 料
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ISO9001：2015及びISO14001：2015を統合マネジメントシス
テムとして運用、監査を行っている組織の内部監査員を養成します。
規格の意図を理解し、監査のポイントと基礎を習得します。

会 　 場
受 講 料
対 象

募 集 人 数
講 師

公社セミナールーム（台東区台東1-3-5 反町商事ビル6階）
15,000円
・これからISO9001：2015+ISO14001：2015統合内部監査員になる方
・ISO9001：2015+ISO14001：2015推進、運用事務局の方
・ISO9001：2015+ISO14001：2015管理責任者の方
20名（先着順）
株式会社シスウエイ
エグゼクティブコンサルタント
JRCA品質審査員補　CEAR環境審査員補　山口　勝則 氏

ISO9001：2015+ISO14001：2015統合内部監査員養成講座

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

異業種の集まり「あだち異業種連絡協議会」が主催する新しい名刺
交換会！名刺はもちろん、製品、道具、パンフ等を持ち寄って、普段
よりもディープな自社PRと情報交換をしよう！

会 　 場
参 加 費
内 容
対 象
申 込 方 法
申 込 締 切

シアター１０１０(ギャラリー)北千住西口マルイ１１階（足立区千住３－９２）
無料
商品・小道具・パンフ等を使って自社ＰＲ／18種類のミニセミナー／製品展示（希望者のみ）
ビジネス情報が欲しい方／ビジネスネットワークを広げたい方（業種業界不問）
足立区HPの申込フォーム、または所定の申込書（チラシ裏面）を記入のうえ、FAXか郵送
平成２9年7月3日（月）必着

～名刺交換しませんか？～
「異業種フォーラム２０１７inあだち」参加者募集

平成29年8月5日（土）  14：00～18：30

問い合わせ先  あだち異業種連絡協議会事務局（足立区産業振興課工業係内）
TEL ： 03-3880-5869　
URL ： http://www.city.adachi.tokyo.jp/s-shinko/shigoto/
　　　　 igyousyu2.html

※公社の研修は中小企業向けのため、講師と同業・コンサルタントの方はご遠慮ください

公社のセミナー情報詳細は
公社ホームページをご覧ください。

東京中小公社　セミナー

ARGUS No.463

平成29年8月29日（火）・30日（水）（2日間）

事業を永続的に発展させていくには、スムーズな事業承継は欠かせ
ません。本セミナーでは、事業承継のポイントを基本からお伝えいた
します。

会 　 場

受 講 料
対 象

募集人数
講 師

秋葉原コンベンションホール5A会議室
（千代田区外神田1-18-13 秋葉原ダイビル5階 カンファレンスフロア）
無料
事業承継に関心を持ち、今後取り組もうと考えている
経営者および後継者
100名（先着順）
あいわ税理士法人
代表社員　税理士　杉山　康弘 氏

平成29年6月21日（水）　14：00～16：15

問い合わせ先  総合支援課　 TEL ： 03-3251-7881

モノづくり企業のサービス分野への進出が注目されています。サー
ビス分野進出の考え方について酒井教授に、製造業のサービス化
の先行事例について向川社長に、それぞれ講演及びトークセッショ
ンを行っていただきます。
会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

秋葉原ダイビルコンベンションホール５階５Ｃ会議室
（千代田区外神田1-18-13）
無料
新しいサービス創出をお考えの方（経営者・管理職者等）
40名（先着順）
法政大学　キャリアデザイン学部
教授　酒井　理 氏
是吉興業株式会社
代表取締役社長　向川　是吉 氏

平成29年7月24日（月）　13：30～16：40

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

短時間でBCPの基礎、策定方法等を習得できる演習形式の講座を
開催します。また、本講座を受講された企業様は、BCP策定コンサル
ティングにお申込いただけます。　※各回は同内容です

会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

① 秋葉原コンベンションホール 5A会議室
　 （千代田区外神田1-18-13　秋葉原ダイビル5階カンファレンスフロア）
②公社多摩支社2階 大会議室（昭島市東町3-6-1）
③秋葉原UDXギャラリー NEXT-2（千代田区外神田4-14-1　4階）
無料
都内に事業所を有する中小企業
各回20社（先着／1社2名様までご参加いただけます）
ニュートン・コンサルティング（株）

BCP策定講座　参加企業を募集します ！

問い合わせ先  総合支援課 TEL ： 03-3251-7881

輸入取引の仕組みや貨物の引取り、為替、採算、契約、貿易条件、
代金決済、通関、保険等、目的達成のための具体的なプロセスまで
の基礎知識を学びます。

会 　 場
受 講 料
募集人数
講 師

台東区民会館（台東区花川戸2丁目6番5号）
15,000円
40名(先着順)
国際ビジネス・貿易コンサルタント
(株)ヒロ・インターナショナル
代表取締役　樋口　壽男 氏

貿易実務者養成講習会 基礎から学ぶ輸入実務（初級）

問い合わせ先  国際事業課　 TEL ： 03-5822-7243

平成29年7月26日（水）・27日（木）（2日間）　10：00～16：00平成29年7月5日（水）（会場①）・7月20日（木）（会場①）
8月3日（木）（会場②）・8月21日（月）（会場③）いずれも13：30～17：00

中小企業の人材戦略に基づく一連の人材関連実務を学びます。人
材確保から育成、評価、定着、労務まで人材実務全般の業務遂行に
ついて、１年間を通してセミナーを４回に分け、方向性の策定から
構築・運用する上での重要となるポイントをお伝えします。　
※第2回以降の詳細については、公社ホームページをご覧ください。
　すべての回にご参加いただくと効果的です。

会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

① AP秋葉原 ５階会議室A（台東区秋葉原）
② エステック情報ビル 21階A会議室（新宿区西新宿）
無料
都内中小企業の人事・総務担当者、経営者
40名
行動科学研究所
代表　河野　博志 氏

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

サービス創出に造詣が深い酒井教授とITを活用した革新的な衣
服生産プラットフォームビジネスを展開する河野社長にサービス
創出の考え方や課題の克服等について講演及びトークセッション
を行っていただきます。
会 　 場

受 講 料
対 象
募集人数
講 師

秋葉原ダイビルコンベンションホール５階５Ｃ会議室
（千代田区外神田1-18-13）
無料
新しいサービス創出をお考えの方（経営者・管理職者等）
40名（先着順）
法政大学　キャリアデザイン学部
教授　酒井　理 氏
シタテル株式会社
代表取締役　河野　秀和 氏

問い合わせ先  企業人材支援課　 TEL ： 03-3832-3675

平成29年8月1日（火）　13：30～16：40平成29年7月11日（火）（会場①）・7月19日（水）（会場②） ※両日とも同一内容
13：30～17：00（講演）／17：00～17：30（質疑応答／希望者のみ）

産業交流展2017は、首都圏の個性あふれる中小企業の優れた製品や技術を一堂に展示する、国内最大級の
見本市です。
今回で20回目を迎えるこの展示会では、販路開拓や企業間連携の実現に向けた情報収集・交換の場を求める
元気な中小企業のみなさまの出展を募集しています。

平成29年11月15日（水）～17日（金）
東京ビッグサイト 西ホール（江東区有明3-11-1）　
産業交流展2017実行委員会
東京都、東京商工会議所、東京都商工会議所連合会、東京都商工会連合会、東京都中小企業団体中央会
㈱東京ビッグサイト、（公財）東京都中小企業振興公社、（地独）東京都立産業技術研究センター
1,000企業・団体            
57,000人（予定）
基調講演／特別講演などのステージイベント、出展者交流などの企画を予定
世界発信コンペティション表彰式、東京都経営革新優秀賞表彰式ほか

問い合わせ先  産業交流展2017運営事務局　　TEL ： 03-3263-8885　　http://www.sangyo-koryuten.tokyo/

第20回産業交流展2017出展企業募集

第1回戦略的事業承継セミナー
ここから始める ！ 事業承継

第1回中小企業新サービス創出事業 普及・啓発セミナー
～「モノづくり×サービス」で事業革新 ！ ～

中小企業人事・総務実務者に役立つシリーズ・セミナー（第１回）
「人材活用のポイントから制度設計・労務管理まで」

第2回中小企業新サービス創出事業 普及・啓発セミナー
～新事業飛躍の秘訣は新サービスにあり ！ ～

関係機関
からの
お知らせ

［ 開 催 概 要 ］
開 催 期 間
会 場
主 催

出 展 規 模
来 場 規 模
特 別 企 画
同 時 開 催

6月上旬開始（予定）
※申込を受付次第、順次審査（予定小間数に達し次第、受付終了）
首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に事業所を有し、以下のいずれかの分野に属する中小企業・団体など
①情報　②環境　③医療・福祉　④機械・金属
詳細は産業交流展公式ＨＰをご確認ください。

［出展募集概要］
募 集 時 期

対 象

出 展 料
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世界初の技術で次亜塩素酸水溶液の超微粒子を生成
必要なのは「食塩」と「水」と「電気」だけ

モントロワ®除菌消臭器「ジアフリー」
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　東京・三鷹に本社工場を構える金属機械加工の老舗メーカー
である株式会社三山精工。昭和42年12月法人設立、加工から組立・
調整まで一貫した生産体制を持ち、優れた製品を提供することで
お客様との信頼を長年築いてきた。
　平成25年に社長が先代から交代。設立50周年に向けて新しい
チャレンジをしたい、大手企業の影響を受けずに自力で製造・
販売ができる製品が欲しい、と思っていたところ、公社から誘いを
受けて「事業化チャレンジ道場」に参加。社内プロジェクトチームを
立ち上げ、設立50周年の節目である平成28年に製品化までたど
りついた。道場では、製品開発を一から学び、試作品製作、公社の
助成金活用、展示会出展等さまざまな支援を受けた。
　「ジアフリー」は、世界初の新技術（特許出願中）である、次亜
塩素酸ガスの生成メカニズムを利用した除菌消臭器。必要なの
は「食塩」と「水」と「乾電池」だけ。手間も維持費もかけずに、次亜
塩素酸の超微粒子を大気に放出することで長期間の優れた除菌・
消臭効果を発揮する（検査機関実証済み）。軽量でコンパクト、
さらに静かに作動するため、家庭や公共施設など様々なシーンで
利用することができる、他にはない画期的な商品である。

T
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Y
O

も
の
づ
く
り

企
業
の
逸
品

株式会社三山精工
代表／深沢　洋史
資本金／1,000万円
従業員数／69名
主力事業／金属切削加工事業、ビク型打抜加工事業、

機器組立・調整事業
所在地／ 〒181-0014　三鷹市野崎1-18-1
ＴＥＬ／0422-70-4122
企業URL　http://www.miyama-seiko.co.jp/index.html
商品URL　http://www.miyama-ttc.co.jp/index.html
公社利用事業／事業化チャレンジ道場（多摩支社）

　　　　　　　 　　　　　  除菌消臭器ジアフリー
　　　　　　　　　価格29,800円（税別）

植物油インキを使用しています。

04
特集
IoTと経営　IT・IoTを経営にどう生かすか

12-13
イベント情報
「第21回 機械要素技術展」間もなく開催
「製品改良・規格等適合化支援事業」
「ＴＯＫＹＯイチオシ応援事業」助成事業説明会 開催
「九都県市合同商談会2017」 発注側企業 募集08

Design Column
デザイン活用 きほんの「き」
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キラリTOKYO ー輝く企業の現場からー

が ん ば る中 小 企 業 の た め のビ ジ ネ ス 情 報 誌
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株式会社城南村田
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